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●収穫終了と冬支度
今年のりんごの収穫がすべて終わりました。8月下旬の「つがる」から始まり、さんさ、千秋、早生ふじ、シナノスイート、スターキング、秋陽（シュウヨウ）、世界一、ジョナゴールド、紅玉、北斗、シナノゴールド、最後のサンふじが11月25日で収穫終了です。
今年の天候は順調でしたが、10月8日の台風18号には通り過ぎるまでドキドキさせられました。

上陸してからの進路が山形県を直撃する予報だったからです。

妻の千春とふじの秋剪定をしながら、台風のニュースや天気予報をラジオで聞きいっていました。台風直撃の場合は、東京に出稼ぎに行かなきゃならないのでは、とも話をしていました。農家はもちろんのこと、自然相手の仕事の方々はずいぶん心配だったと思います。

雨が本降りになりそろそろ来るかなと思っていたら、台風の進路が変わり太平洋沖に抜けたとのニュースで、妻と顔を合わせ安心しました。
しかしながら、テレビの画面を通しての被害の映像を目にするたび胸が痛くなりました。被害にあわれた方々には改めてお見舞い申し上げます。自然は数多いやさしさと、時には人間の想像をはるかに越える力を見せてくれます。この度は出稼ぎに行くことなく済みましたが、農家である限り常に覚悟はしておかなければならないことですね。
今はお歳暮の時期ですので12月末までは出荷作業が続きます。
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根雪になる前に畑の冬支度もしておかなければ・・・・・。　

　
[image: image7.jpg]



[image: image8.jpg]


　[image: image2.jpg]



[image: image3.jpg]





季刊　清　野　り　ん　ご　園　便　り　　　　　　№18　　　　　　2009年12月3日


〒　　990-1421　　山形県　西村山郡　朝日町　古槙366-1　　　　　　　代表　清野千春


ＵＲＬ　　http://ringonoen.com  　　   　　　　編集 　清野千春　＆　チェ・ジョンパル


Mail  　maruwa@lapis.plala.or.jp　　　ＴＥＬ＆ＦＡＸ　0237-67-7359　090-9741-7948





●お知らせ





清野りんご園がテレビ出ることになりました。


先日NHK「BS1」から「アジアクロスロード」と言う番組があるので、ぜひ出演をお願いしたいという話がありました。家族の誰もが見たことの無い番組だったので不安だったのですが、説明と実際番組を見ることで安心して出ることにしました。番組のタイトルで気づいたと思いますが、アジアの人が日本での生活に奮闘しているのがテーマです。どんな内容かはあまり話をしないでおこうと思います。


時間がありましたら、ぜひ見てくださいませ。


★NHK「BS1」／12月11日（金）／17:15～18:00�★番組名『アジアクロスロード』�★コーナー名『Asian in JAPAN』�余程の事がない限り、上記の予定で放送するとの事です。�番組HPは『� HYPERLINK "http://www.nhk.or.jp/asia-cross/" �http://www.nhk.or.jp/asia-cross/�』です。�





左の写真は、ケニアの子供たちが、みんなにお礼の手紙を書いてくれました。手紙の内容は以下の通りです。　「僕たちからの返事です。服やボール、靴、本、ペンのたくさんの贈り物でクラスを支援してくれてありがとうございます。僕たちは本当に感謝しています。僕の名前はジョセフ　ガチャウです。マラグアに住んでいて、小学５年生の１１歳です。」














●銀座でりんご直売。


今年山形県では知事選がありまして、農業に理解のある吉村知事が当選しました。それを機に銀座に山形県が誇る農産物のアンテナショップが開設されました。


店内では清野りんご園も9月からりんごを販売しております。自分たちが作ったりんごが東京でどんな評価を得ているかを確認したくて、12月21日～22日の二日間直接販売を行うことにしました。妻の千春と僕が東京の銀座でりんご売りをしますので、時間がある方は来てくださいませ。「りんご園便りNO18」を持参の方には素敵な？！プレゼントがあります。


「田舎もんが銀座さいでだいじょうぶだべが！すんぱいだな！」★アンテナショップの住所。〒104-0061東京都中央区銀座1-5-10　電話03-5250-1753














生産者を紹介します（写真左から）


母の和子、代表の千春、パートの幸恵さん、前代表の父、代表補佐のジョンパルです

















●ケニア笑顔　昨年、子供が通う保育園から始まったケニアの子供たちとのつながりが、一つの形になりました。お世話になっていた丹野さんが無事帰国し、今や立派な1年生になった当時の年長組みの子供たちに講演をしていただきました。ケニアには店はあるの？電気はあるの？テレビはあるの？などの質問飛び交い、いい勉強になりました。私からの突然の提案でしたが、柔軟な対応をしていただいた宮宿小学校の先生方には感謝いたしております。紙面の関係で編集をしましたが、ここに丹野さんからのメッセージを紹介いたします。


★Jambo!　みなさん、こんにちは。私は青年海外協力隊としてケニアのマラグアという所で２年間ボランティア活動をしてきた、丹野梓です。活動期間中にたくさんの服や筆記用具、遊び道具などをケニアの子供たちへ送っていただき、本当にありがとうございました。ケニアの様子とケニアの子供たちからのメッセージをお伝えしたく、このお便りを配布させていただきました。楽しんで読んでください！


私は、病院の中のチルドレンズクラスという所で活動していました。そのクラスにはHIV・エイズという病気の子供たちが、月に１度学校を休んで来ています。この子供たちのほとんどが、お母さんのお腹の中にいる時に、この病気をもらって生まれてきました。HIV・エイズという病気を持っていると、十分な食事を取ることができず、体がだんだん弱くなり、まともに働くことができません。この病院に来ている子供たちのほとんどが、水道や電気が無い家に住み、学校へ行くお金や、学校で使う備品をそろえることができない環境で生活しています。　実際、ケニアへはたくさんの国からの支援物資が送られています。しかし、その支援物資がちゃんと貧しい人たちへ配られることはありません。なぜなら、ケニアへ支援物資が届く前に紛失してしまうことが多いからです。











